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まちづくりと交通 
テーマ 

交通渋滞や交通事故の増加、環境問題など 
クルマは便利な一方でさまざまな課題の一因にもなっている。 
将来に向けてクルマ以外の移動手段が求められている今、 
誰もが自由に移動できるまちづくりについて考える。 
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前回の特集「中心市街地の活性化」の概要 前回の特集「中心市街地の活性化」の概要 



※１ＬＲＴ…Light Rail Transit（ライト・レール・トランジット）の略称。ＬＲＶと呼ばれる未来型
車両を中心とした、次世代型の交通システム。ＬＲＴは、鉄道、バス、乗用車、自転車な
ど、ほかの交通機関と有機的な連携ができるものです。

ク
ル
マ
と
公
共
交
通
が

手
を
つ
な
い
だ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

栃
木
県
で
は
、
移
動
手
段
の
約
９
割
に

生
活
の
足
と
し
て
ク
ル
マ
が
使
用
さ
れ
て

い
る
。
さ
ら
に
、
宇
都
宮
市
は
一
人
当
た

り
の
ガ
ソ
リ
ン
消
費
量
が
日
本
一
と
の
デ

ー
タ
も
あ
る
。
ク
ル
マ
は
便
利
な
乗
り
物

で
あ
る
が
、
過
度
な
ク
ル
マ
へ
の
依
存
は
、

交
通
渋
滞
や
交
通
事
故
の
増
加
、
中
心
市

街
地
の
空
洞
化
、
環
境
問
題
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
課
題
の
一
因
に
も
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
現
在
、
高
齢
社
会
が
進
み
つ
つ

あ
る
中
、
高
齢
者
に
よ
る
交
通
事
故
の
増

加
や
、
運
転
に
対
す
る
不
安
か
ら
免
許
を

返
納
す
る
高
齢
者
が
増
え
て
い
る
な
ど
、

将
来
に
向
け
て
ク
ル
マ
以
外
の
移
動
手
段

の
確
保
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
た
め
宇
都
宮
市
で
は
、「
ク
ル
マ
中

心
の
ま
ち
」
か
ら
「
ク
ル
マ
と
共
存
す
る
、

公
共
交
通
を
中
心
と
し
た
ま
ち
」
へ
の
転

換
が
必
要
で
あ
る
と
し
、
鉄
道
・
バ
ス
・

タ
ク
シ
ー
・
Ｌ
Ｒ
Ｔ
の
各
種
公
共
交
通
と
、

ク
ル
マ
や
自
転
車
を
連
携
さ
せ
た
「
公
共

交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
の
整
備
を
検
討
し

て
い
る
。

人
が
自
由
に
移
動
で
き
る

ま
ち
づ
く
り

市
が
目
指
し
て
い
る
公
共
交
通
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
と
は
、
３
ペ
ー
ジ
上
図
の
よ
う
な

市
域
全
体
を
公
共
交
通
で
面
的
に
カ
バ
ー

し
、
将
来
的
に
は
周
辺
市
町
へ
の
広
が
り

の
可
能
性
も
含
め
て
イ
メ
ー
ジ
し
た
も
の

で
あ
る
。
南
北
に
走
る
JR
線
や
東
武
線
、

東
西
に
は
導
入
を
検
討
し
て
い
る
Ｌ
Ｒ
Ｔ

を
基
幹
と
し
て
、
こ
れ
に
バ
ス
や
タ
ク
シ

ー
を
連
携
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
郊
外
の

地
域
に
お
い
て
は
、
地
域
内
交
通
な
ど
が

地
域
の
足
と
し
て
活
躍
す
る
こ
と
で
、
地

域
と
地
域
を
結
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
よ
う
な
公
共
交
通
を
中
心
と
し
た

ま
ち
づ
く
り
は
、
前
記
し
た
諸
課
題
の
解

決
に
結
び
つ
く
と
と
も
に
、
新
た
な
人
の

流
れ
が
生
ま
れ
る
こ
と
で
、
人
と
人
と
の

交
流
や
、
産
業
な
ど
の
発
展
に
つ
な
が
る

こ
と
が
期
待
で
き
る
。
ま
た
、
ク
ル
マ
を

運
転
で
き
な
い
子
ど
も
や
高
齢
者
、
障
害

の
あ
る
人
な
ど
の
交
通
弱
者
の
皆
さ
ん
も

自
分
で
自
由
に
移
動
す
る
こ
と
が
可
能
と

な
り
、
積
極
的
に
外
に
出
て
活
動
す
る
こ

と
で
、
一
人
ひ
と
り
が
元
気
に
生
活
で
き

る
、
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
も
つ
な
が

る
と
考
え
て
い
る
。

さ
ら
に
、
お
も
て
な
し
日
本
一
の
ま
ち
、

観
光
都
市
と
し
て
ア
ピ
ー
ル
す
る
た
め
に

も
、
誰
も
が
分
か
り
や
す
く
、
自
由
に
移

動
で
き
る
都
市
交
通
を
整
備
す
る
必
要
が

あ
る
と
考
え
て
い
る
。
現
在
、
公
共
交
通

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
に
向
け
て
、
交
通

事
業
者
や
市
民
の
皆
さ
ん
と
連
携
し
な
が

ら
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。

２

まちの活力低下 まちの活力低下 

交通事故の 
増　　　加 

中心市街地の 
空　洞　化 

交通渋滞 

環境問題 

移動手段の9割が 
クルマ利用 

移動手段の9割が 
クルマ利用 

■二酸化炭素排出原単位 

■高齢化率の推移 
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交通事故件数の伸びはH5を100として伸び率を示したもの 
資料：栃木県警察本部資料 

■高齢者が当事者の 
　交通事故件数の推移（栃木県） 
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宇都宮市はこのままいけば、 
2020年に4人に1人が、 
2050年に3人に1人が 
高齢者（65歳以上）となる 
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広報 

市
民
の
移
動
手
段
の
確
保

市
で
は
、
市
民
の
誰
も
が
安
全
・
安
心

に
移
動
で
き
る
社
会
の
実
現
に
向
け
て
、

平
成
17
年
度
に
市
民
の
代
表
や
交
通
事
業

者
な
ど
に
よ
る
懇
談
会
を
設
置
し
、
市
民

の
日
常
生
活
に
必
要
な
移
動
手
段
の
確
保

に
つ
い
て
検
討
を
行
い
、「
生
活
交
通
確

保
プ
ラ
ン
」
を
策
定
し
た
。
こ
の
プ
ラ
ン

で
は
、
生
活
交
通
の
確
保
に
向
け
て
、
市

民
・
交
通
事
業
者
・
行
政
そ
れ
ぞ
れ
の
連

携
を
図
り
な
が
ら
、
既
存
の
バ
ス
路
線
の

維
持
存
続
や
地
域
に
応
じ
た
交
通
（
地
域

内
交
通
）
を
導
入
し
、
市
民
の
移
動
手
段

の
確
保
を
図
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

■
バ
ス
路
線
の
維
持
に
対
す
る
取
り
組
み

赤
字
バ
ス
路
線
が
廃
止
に
な
ら
な
い
よ

う
、
国
や
県
と
と
も
に
こ
れ
ま
で
と
同
様
、

赤
字
分
に
対
す
る
運
行
支
援
を
行
う
ほ
か
、

市
独
自
に
よ
る
新
た
な
支
援
を
行
い
、
維

持
存
続
を
図
っ
て
い
く
。

さ
ら
に
、
時
刻
表
や
バ
ス
マ
ッ
プ
の
配

布
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
掲
載
な
ど
、
利

用
促
進
に
向
け
た
取
り
組
み
を
行
う
。

■
地
域
内
交
通
確
保
に
向
け
た
取
り
組
み

市
内
に
は
165
路
線
の
バ
ス
が
運
行
さ
れ

て
い
る
が
、
市
中
心
部
か
ら
放
射
線
状
に

運
行
さ
れ
て
い
る
た
め
、
特
に
郊
外
部
に

お
い
て
、
バ
ス
を
利
用
で
き
な
い
、
ま
た

は
、
利
用
し
に
く
い
地
域
（
不
便
地
域
）

が
存
在
し
て
い
る
。

市
で
は
、
こ
の
よ
う
な
不
便
地
域
を
解

消
す
る
た
め
、
地
域
住
民
・
交
通
事
業

者
・
行
政
の
三
者
が
連
携
し
な
が
ら
、
地

域
の
実
情
に
応
じ
た
、
利
便
性
の
高
い
地

域
内
交
通
を
確
保
し
て
い
く
。

自
分
た
ち
に
で
き
る
こ
と
を

一
緒
に
考
え
よ
う

現
在
、
市
の
一
部
の
地
域
で
は
、
地
域

住
民
が
主
体
と
な
っ
て
、
住
民
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
実
施
す
る
な
ど
、
地
域
内
交
通

の
導
入
に
向
け
た
取
り
組
み
が
始
め
ら
れ

て
い
る
。
市
で
は
、
地
域
の
実
情
に
合
わ

せ
た
移
動
手
段
の
確
保
を
進
め
る
た
め
、

自
分
た
ち
の
生
活
交
通
の
確
保
に
取
り
組

ん
で
い
る
地
域
に
対
し
て
、
積
極
的
な
支

援
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

ま
た
、
バ
ス
路
線
の
維
持
や
地
域
内
交

通
の
確
保
に
当
た
っ
て
は
、
交
通
事
業
者

や
行
政
の
取
り
組
み
と
と
も
に
、
住
民
自

ら
が
自
分
た
ち
の
生
活
の
足
と
し
て
、
公

共
交
通
を
積
極
的
に
活
用
し
、
支
え
て
い

く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
市
で
は
、「
モ

ビ
リ
テ
ィ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
な
ど
の
取

り
組
み
を
通
じ
て
、
マ
イ
カ
ー
利
用
者
の

意
識
啓
発
に
努
め
る
と
と
も
に
、
暮
ら
し

や
す
い
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て
「
地
域
住

民
と
し
て
何
が
で
き
る
の
か
」
に
つ
い
て

皆
さ
ん
と
一
緒
に
考
え
て
い
き
た
い
。

※２モビリティ・マネジメント…過度に自動車を利用する「クルマ中心」のライフスタイルから、電車
やバスなどの公共交通への積極的な利用を促すための、対話を中心に
した新たな交通施策。

宇都宮市が目指す公共交通ネットワークのイメージ 

バス 

バス 

タクシー 

鉄道 

中心市街地 LRT

芳
賀
方
面 

鹿
沼
方
面 

高齢者をはじめ、多くの市民の生活の足として、
また、地域内交通を結ぶ基幹交通。 

バス路線 バスが利用できない、または利用しにくい地域（不便
地域）では、需要に応じてミニバスや乗合タクシー
など、日常生活に必要な施設などをつなぐ交通。 

地域内交通 

※
２
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明
日
の
こ
と
か
ら

将
来
の
こ
と
へ

市
で
は
、
皆
さ
ん
の
明
日
の
足
を
確
保

す
る
た
め
、
先
に
記
載
し
た
よ
う
な
さ
ま

ざ
ま
な
対
応
を
行
っ
て
い
る
。
そ
れ
と
同

時
に
、
将
来
を
見
据
え
た
公
共
交
通
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
構
築
を
目
指
し
検
討
を
進
め

て
い
る
。

上
図
は
、
現
在
、
県
と
市
で
設
置
し
て

い
る
「
新
交
通
シ
ス
テ
ム
導
入
課
題
検
討

委
員
会
」
で
、
Ｌ
Ｒ
Ｔ
を
基
幹
と
し
た
公

共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
の
た
め
に
必

要
な
付
属
施
設
を
想
定
し
た
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
付
属
施
設
は
、
利
用
促
進
を
図

る
上
で
重
要
な
施
設
で
あ
り
、
利
用
者
が

ス
ト
レ
ス
を
感
じ
る
こ
と
な
く
、
気
持
ち

よ
く
利
用
で
き
る
施
設
と
し
て
、
一
体
的

に
整
備
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
図
中
の
ト

ラ
ン
ジ
ッ
ト
セ
ン
タ
ー
（

）
と
は
、
バ

ス
や
鉄
道
な
ど
、
他
の
公
共
交
通
と
乗
り

継
ぐ
た
め
の
施
設
で
あ
り
、
多
方
面
か
ら

来
る
バ
ス
が
集
中
す
る
桜
通
り
十
文
字
周

辺
や
、
鉄
道
・
バ
ス
・
タ
ク
シ
ー
と
複
数

の
公
共
交
通
の
結
節
拠
点
と
な
る
JR
宇
都

宮
駅
周
辺
な
ど
に
必
要
な
施
設
で
あ
る
。

ま
た
、
パ
ー
ク
ア
ン
ド
ラ
イ
ド
駐
車
場

（
★
）
と
は
、
ク
ル
マ
利
用
者
の
乗
り
継

ぎ
の
た
め
の
駐
車
場
で
あ
り
、
停
留
場
に

隣
接
し
て
整
備
す
る
も
の
で
あ
る
。
海
外

で
は
、
駐
車
料
金
を
低
く
抑
え
る
た
め
、

割
引
制
度
を
導
入
す
る
な
ど
、
利
用
者
が

利
用
し
や
す
い
仕
組
み
を
取
り
入
れ
て
い

る
事
例
が
多
い
。
ま
た
、
自
転
車
か
ら
の

乗
り
継
ぎ
（
サ
イ
ク
ル
ア
ン
ド
ラ
イ
ド
）

の
た
め
の
施
設
を
含
め
、
こ
れ
ら
を
機
能

的
に
配
置
し
、
各
種
交
通
手
段
と
組
み
合

わ
せ
る
こ
と
で
、
初
め
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

と
し
て
の
機
能
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
る
。

将
来
的
に
は
、
市
内
の
各
地
域
を
Ｌ
Ｒ
Ｔ

が
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
結
び
、
さ
ら
に
市
域

を
超
え
て
広
が
る
こ
と
に
よ
り
、
例
え
ば
、

既
存
鉄
道
に
乗
り
入
れ
る
な
ど
し
て
鹿
沼

市
や
日
光
市
ま
で
行
っ
た
り
、
ツ
イ
ン
リ

ン
ク
も
て
ぎ
に
来
た
人
が
帰
り
に
宇
都
宮

に
餃
子
を
食
べ
に
来
た
り
す
る
な
ど
、
夢

の
あ
る
移
動
が
可
能
に
な
る
と
考
え
て
い

る
（
５
ペ
ー
ジ
上
図
）。

国
の
取
り
組
み
と

富
山
市
の
事
例

こ
の
よ
う
な
、
公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
整
備
が
も
た
ら
す
効
果
は
、「
高
齢

社
会
へ
の
対
応
」「
環
境
問
題
へ
の
対
応
」

「
ま
ち
の
活
性
化
」「
過
度
な
ク
ル
マ
利
用

に
よ
る
各
種
交
通
問
題
へ
の
対
応
」
と
多

岐
に
わ
た
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
国
で
は
、

こ
の
よ
う
な
効
果
が
期
待
で
き
る
Ｌ
Ｒ
Ｔ

を
基
軸
と
し
た
公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
整
備
に
力
を
入
れ
て
お
り
、
今
後
10
年

間
で
10
都
市
に
Ｌ
Ｒ
Ｔ
を
導
入
す
る
と
し

た
考
え
を
打
ち
出
す
と
と
も
に
、
整
備
に

他の公共交通（鉄道・
バス・タクシー）との
乗り継ぎ施設 

トランジットセンター 

循環バス 

クルマからLRTへ乗り継
ぎのための駐車場を隣接 

パーク&ライド駐車場 

トランジットセンター 

JR宇都宮 

平出工業団地 

JR宇都宮駅 
東口周辺開発 

宇都宮 
市役所 

東武宇都宮 

栃木県庁 

飛山城跡 

グリーン 
スタジアム 

鬼
怒
川

鬼
怒
川 

宇都宮テクノポリス宇都宮テクノポリス 
センター地区センター地区 

清原工業団地 

芳賀工業団地 

清原球場 

平出工業団地 

JR宇都宮駅 
東口周辺開発 

JR宇都宮 
宇都宮 
市役所 

東武宇都宮 

栃木県庁 

飛山城跡 

グリーン 
スタジアム 

鬼
怒
川 

宇都宮テクノポリス 
センター地区 

清原工業団地 

芳賀工業団地 

清原球場 

※各施設は「新交通システム導
入課題検討委員会」の仮設定
による配置案である 
※バスネットワークについては、
考えられるイメージを示した
ものである 

新幹線 
鉄道 
ＬＲＴ 
主な路線バス 
トランジットセンター 
パーク＆ライド駐車場 
車両基地 

LRＴを基幹とした 
公共交通ネットワークのイメージ 
LRＴを基幹とした 
公共交通ネットワークのイメージ 



戸
市
）」
や
「
上
毛
電
気
鉄
道
（
前
橋
市
）」

な
ど
、
補
助
や
施
設
整
備
、
維
持
管
理
と

い
う
か
た
ち
で
行
政
が
積
極
的
に
取
り
組

む
事
例
が
増
え
て
き
て
い
る
。

公
共
交
通
中
心
の
ま
ち
づ
く
り
は

三
者
連
携
の
も
と
で

富
山
市
も
行
政
が
積
極
的
に
取
り
組
ん

だ
事
例
の
一
つ
で
あ
る
が
、
さ
ら
に
、
地

元
の
皆
さ
ん
自
ら
も
、
富
山
市
が
設
置
し

た
基
金
へ
の
寄
付
や
、
記
念
プ
レ
ー
ト
の

購
入
な
ど
、
積

極
的
に
事
業
を

支
援
し
、
市

民
・
交
通
事
業

者
・
行
政
の
三

者
が
う
ま
く
連

携
し
て
い
る
事
例
と
し
て
も
注
目
さ
れ
て

い
る
。
公
共
交
通
を
中
心
と
し
た
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
る
た
め
に
は
、
三
者
の
連
携

が
重
要
で
あ
り
、
今
後
、
本
市
と
し
て
も
、

こ
れ
ら
の
事
例
を
参
考
に
し
、
ま
た
、
国

の
動
向
も
見
極
め
な
が
ら
、
行
政
の
関
わ

り
方
や
整
備
手
法
、
事
業
主
体
の
あ
り
方

な
ど
を
考
え
て
い
き
た
い
。
そ
の
た
め
、

交
通
事
業
者
の
皆
さ
ん
な
ど
関
係
者
と
協

議
を
行
い
つ
つ
、
ま
た
、
こ
れ
ら
の
課
題

に
つ
い
て
、
今
後
も
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
と

ら
え
情
報
提
供
を
行
い
な
が
ら
、
意
見
交

換
会
な
ど
を
実
施
し
、
幅
広
く
市
民
の
皆

さ
ん
の
ご
意
見
を
伺
っ
て
い
き
た
い
。

広報 

5

対
す
る
補
助
制
度
を
拡
充
し
つ
つ
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
国
の
取
り
組
み
に
後
押
し
さ

れ
な
が
ら
、
国
内
初
と
し
て
、
今
年
４
月

に
Ｌ
Ｒ
Ｔ
を
導
入
し
、
そ
れ
を
基
幹
と
し

た
公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
に
取

り
組
ん
で
い
る
富
山
市
が
今
注
目
さ
れ
て

い
る
。

宇
都
宮
市
と
同
様
に
富
山
市
は
ク
ル
マ

中
心
の
社
会
で
、
同
じ
よ
う
な
課
題
を
抱

え
て
い
た
中
、
年
々
利
用
者
が
減
少
し
、

存
続
が
危
ぶ
ま
れ
て
い
た
「
旧
JR
富
山
港

線
」
を
、
北
陸
新
幹
線
の
整
備
計
画
を
き

っ
か
け
に
Ｌ
Ｒ
Ｔ
化
す
る
こ
と
を
決
定
し

た
。
Ｌ
Ｒ
Ｔ
化
に
あ
た
り
運
行
本
数
や
乗

り
継
ぎ
方
法
な
ど
、
利
用
者
へ
の
利
便
性

を
最
優
先
に
考
え
な
が
ら
整
備
し
た
結
果
、

今
で
は
、
予
想
以
上
の
人
が
利
用
し
て
い

る
。
ま
た
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
す
る
こ
と

で
ま
ち
と
ま
ち
が
つ
な
が
り
、
移
動
し
や

す
く
な
っ
た
た
め
、
市
民
の
外
出
の
機
会

が
増
え
、
さ
ら
に
観
光
客
な
ど
も
増
え
た

こ
と
か
ら
、
ま
ち
に
に
ぎ
わ
い
が
戻
っ
て

き
て
い
る
。

公
共
交
通
は
道
路
と
同
じ
く

社
会
に
必
要
な
も
の

近
年
で
は
、「
公
共
交
通
は
、
道
路
と

同
様
、
地
域
の
人
た
ち
の
生
活
や
、
ま
ち

の
社
会
的
基
盤
で
あ
る
」
と
の
考
え
方
か

ら
、
行
政
の
公
共
交
通
へ
の
関
わ
り
方
が

変
わ
り
つ
つ
あ
り
、「
青
い
森
鉄
道
（
八

県央地域における総合的な公共交通ネットワークのイメージ 

記念プレート 



ま
ち
づ
く
り
に
欠
か
せ
な
い
交
通 

私
た
ち
自
身
が
ま
ち
を
つ
く
る 

小
針
　
協
子
さ
ん 

６

市
民
・
交
通
事
業
者
・
行
政
が 

役
割
分
担
と
連
携
で 

森
本
　
章
倫
さ
ん 

宇
都
宮
と
い
う
ま
ち
は
、
東
京
都
心
に

も
近
い
半
都
会
と
い
う
面
と
、
自
然
が
豊

か
な
田
舎
と
い
う
面
が
バ
ラ
ン
ス
よ
く
組

み
合
わ
さ
っ
て
い
て
、
他
県
に
も
自
慢
で

き
る
素
晴
ら
し
い
と
こ
ろ
だ
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
、
公
共
交
通
が
十
分
で
な
い
た

め
に
、
自
由
に
行
き
来
が
で
き
な
い
こ
と

が
弱
み
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

ふ
れ
あ
い
を
生
み
出
す
人
の
行
き
来

鍵
は
「
質
の
高
い
公
共
交
通
」

人
が
生
き
て
生
活
し
て
、
い
ろ
い
ろ
な

人
と
の
ふ
れ
あ
い
の
中
で
、
生
産
し
た
り

消
費
し
た
り
し
て
い
る
の
が
「
ま
ち
」
だ

と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
ふ
れ
あ
い
を
生

み
出
す
人
の
行
き
来
、
そ
れ
を
支
え
る
の

が
公
共
交
通
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

も
ち
ろ
ん
車
を
使
う
こ
と
も
で
き
ま
す
。

で
も
、
車
で
は
個
々
の
移
動
と
な
り
、
人

と
の
ふ
れ
あ
い
が
生
ま
れ
ま
せ
ん
。
さ
ら

に
、
み
ん
な
が
車
を
使
う
と
そ
れ
だ
け
環

境
に
与
え
る
影
響
が
大
き
く
な
り
ま
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
環
境
問
題
が
指
摘
さ
れ
て
い

る
今
、
環
境
に
や
さ
し
く
な
い
「
交
通
」

の
ま
ま
で
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。
や
は
り
、

「
ま
ち
」
の
柱
と
な
る
も
の
と
し
て
、
人

と
の
ふ
れ
あ
い
を
生
み
だ
す
、
人
と
環
境

に
や
さ
し
い
公
共
交
通
が
必
要
で
あ
る
と

今
ま
で
は
ク
ル
マ
中
心
で
社
会
が
発
展

し
て
き
ま
し
た
が
、
最
近
で
は
、
交
通
渋

滞
や
交
通
事
故
の
増
加
、
中
心
市
街
地
の

空
洞
化
や
環
境
問
題
、
さ
ら
に
は
高
齢
社

会
へ
の
対
応
な
ど
か
ら
公
共
交
通
の
必
要

性
が
再
認
識
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
１
日
の
う
ち
で
１
度
も
車
を

使
わ
な
い
高
齢
者
は
、
中
心
部
と
郊
外
部

に
多
く
居
住
し
て
い
ま
す
。
中
心
部
は
歩

い
て
暮
ら
せ
る
た
め
車
を
使
わ
な
く
て
も

プロフィール 

ま
た
、
公
共
交
通
は
人
と
の
か

か
わ
り
の
場
で
も
あ
り
ま
す
。
車

で
は
得
ら
れ
な
い
社
会
と
の
か
か

わ
り
、
そ
う
し
た
と
こ
ろ
か
ら
公

共
心
も
育
て
ら
れ
、
い
ろ
い
ろ
な

面
で
学
ん
だ
り
感
動
し
た
り
で
き

る
場
所
だ
と
も
思
い
ま
す
。

交
通
は
ま
ち
の
要

そ
し
て
ま
ち
は
私
た
ち
が
つ
く
る
も
の

交
通
は
「
ま
ち
の
要
」
で
す
。
し
か
し
、

新
し
い
公
共
交
通
シ
ス
テ
ム
が
で
き
て
も
、

私
た
ち
住
民
が
そ
れ
を
生
か
さ
な
け
れ
ば

意
味
が
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
う
い
う
意
味
で

も
、
私
は
「
ま
ち
」
は
住
民
が
つ
く
る
も

の
と
思
っ
て
い
ま
す
。

自
分
た
ち
の
地
域
は
自
分
た
ち
が
一
番

よ
く
知
っ
て
い
ま
す
。
人
に
や
っ
て
も
ら

う
の
で
は
な
く
、
私
た
ち
自
身
が
プ
ラ
イ

ド
を
持
っ
て
ま
ち
づ
く
り
を
す
る
、
私
た

ち
の
「
ま
ち
」
に
す
る
と
い
う
意
気
込
み
、

そ
う
い
う
意
識
が
、
こ
れ
か
ら
は
必
要
な

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

考
え
ま
す
。
そ
し
て
現
在
、
そ
れ
ら
に
適

し
た
公
共
交
通
と
し
て
考
え
ら
れ
る
の
は
、

市
で
も
検
討
し
て
い
る
Ｌ
Ｒ
Ｔ
と
い
う
シ

ス
テ
ム
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

環
境
に
や
さ
し
い
公
共
交
通

人
の
こ
こ
ろ
を
育
む
場
に
も

よ
く
、
「
公
共
交
通
を
整
備
し
て
も
、

宇
都
宮
は
車
社
会
だ
か
ら
利
用
す
る
人
は

少
な
い
の
で
は
」
と
い
う
意
見
を
聞
き
ま

す
。
果
た
し
て
本
当
に
そ
う
で
し
ょ
う
か
。

私
の
身
近
に
は
、
環
境
意
識
の
高
い
人
が

大
勢
い
ま
す
。
待
機
電
力
を
抑
え
る
た
め

に
こ
ま
め
に
コ
ン
セ
ン
ト
を
抜
い
た
り
、

レ
ジ
袋
が
必
要
な
い
よ
う
に
エ
コ
バ
ッ
グ

を
持
参
し
た
り
と
、
皆
さ
ん
、
環
境
に
配

慮
し
な
が
ら
生
活
し
て
い
ま
す
よ
ね
。
も

し
、
便
利
な
公
共
交
通
が
目
の
前
に
あ
れ

ば
、
環
境
の
面
か
ら
も
多
く
の
人
た
ち
が

積
極
的
に
使
う
と
思
い
ま
す
。

小針　協子さん（主婦・県央地域公共交通利活用促進協議会委員）

森本　章倫
あきのり

さん（宇都宮大学工学部建設学科助教授）

小針　協子さん



７

まちづくりと交通について私はこう考えます 

市が考えている公共交通ネットワークについて
どう思いますか？ 

アイデア通信 

1

2 どうすれば、公共交通の利用者が増えると思い
ますか？ 

共
交
通
に
は
そ
れ
ぞ
れ
得
手
不
得
手
が
あ

り
ま
す
。
各
公
共
交
通
が
適
切
な
役
割
分

担
を
す
る
こ
と
で
、
利
用
者
に
と
っ
て
便

利
な
公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
す

る
こ
と
が
必
要
で
す
。

行
政
の
役
割

各
交
通
事
業
者
の
つ
な
ぎ
役

公
共
交
通
は
階
層
性
に
な
っ
て
お
り
、

ピ
ラ
ミ
ッ
ド
で
例
え
る
と
上
か
ら
、
新
幹

線
・
JR
・
Ｌ
Ｒ
Ｔ
・
幹
線
バ
ス
・
循
環
バ

ス
と
い
っ
た
よ
う
な
バ
ラ
ン
ス
の
も
と
成

り
立
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
行
政
に
は
、

ま
ち
づ
く
り
の
中
で
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
を
持

っ
て
、
各
交
通
事
業
者
の
つ
な
ぎ
役
と
し

て
、
ま
と
め
て
い
っ
て
ほ
し
い
の
で
す
。

そ
の
事
例
と
し
て
、
宇
都
宮
市
で
、
同

じ
と
こ
ろ
に
各
バ
ス
会
社
の
バ
ス
停
が
３

本
立
っ
て
い
た
と
こ
ろ
を
共
通
の
ひ
と
つ

の
バ
ス
停
に
し
た
取
り
組
み
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
バ
ス
停
に
掲
示
す
る
時
刻
表
も
併
せ

て
ひ
と
つ
に
し
て
い
ま
す
。
こ
う
す
る
こ

と
で
利
用
者
に
と
っ
て
分
か
り
や
す
く
な

り
ま
す
。
こ
れ
は
行
政
と
各
交
通
事
業
者

が
連
携
し
、
実
現
さ
せ
た
も
の
で
す
。
こ

の
よ
う
に
、
少
し
ず
つ
で
き
る
と
こ
ろ
か

ら
始
め
る
こ
と
が
必
要
な
の
で
す
。

市
民
の
役
割

何
か
を
す
る
こ
と
で
プ
ラ
ス
の
変
化
が

現
在
、
乗
合
バ
ス
の
分
担
率
は
、
わ
ず

tあなたの意見をお寄せください
市民の皆さんから、「まちづくりと交通」についての意

見・提案をお受けします。寄せられた意見・提案は施策の参
考とします。なお、一部を次回の特集号で紹介します。質問
などへの回答は直接本人あてに返信しませんので、ご了承く
ださい。
左のはがき（切手不要）を切り取り、平成19年1月4日

（木）までにポストに投函してください。ほかのはがきや手
紙、ファクス、Ｅメールでも受け付けます。

送付先
〒320-8540 市役所　総合政策部　広報広聴課
1（632）2025、6（637）5151
Eメール：u２０３０@city.utsunomiya.tochigi.jp

特集「まちづくりと交通」についての問い合わせ先
総合政策部　LRT導入推進室
1（632）2305、6（632）5422
Eメール：u２０１７@city.utsunomiya.tochigi.jp

森本　章倫さん

生
活
で
き
ま
す
が
、
郊
外
部
の
高
齢
者
は

移
動
の
手
段
を
奪
わ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

そ
の
結
果
、
郊
外
に
住
ん
で
い
る
約
６
割

に
近
い
高
齢
者
が
、
１
日
の
う
ち
で
全
く

外
出
し
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
う
い
っ
た
こ
と
を
解
消
す
る
た
め
に

も
公
共
交
通
の
充
実
が
必
要
な
の
で
す
。

公
共
交
通
の
再
生

適
切
な
役
割
分
担
で
便
利
に

東
京
の
山
手
線
に
乗
る
と
き
に
時
刻
表

を
見
る
人
は
い
な
い
と
思
い
ま
す
。
そ
れ

は
、
山
手
線
は
１
日
に
330
本
も
走
っ
て
い

る
か
ら
で
す
。
一
方
、
市
の
大
通
り
に
は

１
日
片
道
１
０
０
０
本
以
上
の
バ
ス
が
運

行
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
山
手
線
の
３
倍

の
サ
ー
ビ
ス
レ
ベ
ル
で
す
。
と
こ
ろ
が
、

JR
宇
都
宮
駅
か
ら
大
通
り
に
行
こ
う
と
し

た
と
き
、
西
口
の
ど
の
バ
ス
停
か
ら
乗
っ

て
い
い
か
分
か
ら
な
い
た
め
、
そ
の
利
便

性
を
十
分
に
享
受
で
き
て
い
ま
せ
ん
。
公

か
２
％
で
す
。
一
方
で
自
動
車
の
分
担
率

は
90
％
で
す
。
そ
の
90
％
の
車
利
用
者
が
、

月
１
回
公
共
交
通
を
利
用
す
る
と
乗
合
バ

ス
の
分
担
率
は
３
％
増
加
し
５
％
と
な
り
、

現
在
の
２
倍
以
上
に
な
る
の
で
す
。

そ
う
な
れ
ば
、
バ
ス
事
業
者
も
、
バ
ス

の
本
数
を
増
や
し
た
り
、
新
し
い
路
線
の

運
行
を
検
討
し
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
現
在
、
公
共
交
通
で
起
こ
っ
て
い
る

利
用
者
減
の
悪
循
環
を
解
消
し
、
プ
ラ
ス

の
方
向
に
転
換
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で

す
。
こ
の
よ
う
に
、
自
分
た
ち
が
何
か
を

す
れ
ば
、
少
し
ず
つ
変
わ
っ
て
い
く
、
そ

う
考
え
て
ほ
し
い
の
で
す
。
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　前回の特集「中心市街地の活

性化」に対して、市民100人から

262件の意見をいただきました。 

　代表的なものを紹介します。 にぎわいと回遊性のある
まちを目指して 
中心市街地は、「まちの
顔」として市全体の発展に
大きな役割を担っている。
市では、「都心部グランド
デザイン」を平成14年8
月に策定。「にぎわいと回
遊性のある中心市街地の

復活」「まちの顔となるシンボルづくり」「居住しやすい
環境づくり」などの視点に立ったまちづくりを進めている。 
中心地区とJR宇都宮駅周辺地区の2つを「都心核（コ

ア）」。その都心核を結ぶ大通り沿線地区と八幡山公園・
宇都宮城址公園を結ぶ2つの軸を「都心軸」と位置付け
る。2つの拠点と2つの軸が連携することで、中心市街
地全体の一体的な発展を目指している。 
理想の中心市街地を目指して 
JRコアの主な事業は、広域交流・シティセールスの新

しい都市拠点としての「宇都宮駅東口地区整備事業」。
センターコアの主な事業は、集い・ふれあう交流拠点と
しての「馬場通り中央地区・西地区再開発事業」、にぎわ
い・交流・憩いの場としての「中心市街地拠点広場整備」、
市民の心のよりどころとなるための「宇都宮城址公園整
備」がある。また、魅力的なまちなみのための道路景観
整備事業や、中核都市にふさわしい商業地のための宇
都宮にぎわい特区、新しい都心居住地の形成や良質住
宅の供給のための若年夫婦世帯への家賃補助などの事
業を展開している。 
さらに活力に満ちあふれたまちにしていくために、こ
れからも一緒にまちづくりについて考えてほしい。 

　広報うつのみや特集号は、皆さんに一緒に考えて
いただきたいテーマを取り上げ、年4回発行します。 
　また、毎月1日発行の通常号の次回（1月号）は、
1月3日配布です。 

100％再生紙、大豆油インクを使用しています。 

　　　　　特集号はホームページでも見られます｡ 
http://www.city.utsunomiya.tochigi.jp/

広報 

前回のテーマ 

中心市街地の 
活性化 

私

の意
見・提案

（1）　あなたが考える「にぎわいのある中心市街地」
とはどのようなことですか？ 

 
■ＴＰＯに応じてさまざまな人が行き交う空間があり、
何となく人が集まってくる場所があること。 

（元今泉4丁目　30代） 
■中心市街地の活性化とは、市の個性を生かした街づ
くりである。　　　　　　　　　　（一条　70代） 

■娯楽施設が商業地の中に程良く融合し、商業施設も
大型な物を中心に個性的な服飾商店、生活必需品店
が調和されている街。そして安心で安全に歩ける街
であること。　　　　　　　　　（西1丁目　60代） 

■とりすましたオシャレな街ではなく、老若男女・子
ども・誰もが「街に行くと楽しい」と思う下町のよ
うな気さくな商店がたくさんあること。 

（上戸祭4丁目　60代） 
■簡単なベンチを商店前の空き場所に置いてくれれば
有り難い。公衆トイレは数が少なく、あまりに汚い。
また、バス運賃も高すぎる。バス会社と行政、商店
街などが協力して買い物客がバス運賃半額になるよ
うな方策を。　　　　　　　　　　　　（緑2丁目） 

 
（2）　中心市街地を回遊性のある魅力あるまちとする

ためには、どのようなことが必要だと思いますか？ 
 
■点と点を結ぶ軸上に、車に心配する事無く安心して
歩ける広い歩道を整備し、ちょっと立ち止まりたく
なるような個性豊かで入りやすい店を点在させる。
また、その導線に、疲れたら休憩できるポケットパ
ークを整備することが必要であると思う。　（匿名） 

■魅力ある都市はどこも川のある景観を有効活用して
いるので、釜川と田川を中心とする街づくりに取り
組むこと。　　　　　　　（東宿郷3丁目　30代） 

■老人がゆっくりと安全に歩ける歩道をつくり、いつ
のまにかこんなに歩けたと思わせ、足の訓練になり、
また、休める場所を設け、友達をつくり楽しめる場
を作ってほしい。ベンチをたくさん設け、車いすな
ども置いてほしい。　　　　　　　（野沢町　50代） 

■高級品を扱うのではなく、仲見世のような小さな店
が軒を連ね、一般の庶民が気軽に立ち寄り、楽しみ
ながら買える、見ているだけでも楽しい「宇都宮の
あそこに行けばいろいろあって楽しい」と皆が思え
る街にすること。　　　　　　（桜1丁目　60代） 

■わざわざそこに行かなければならないような、写真
を撮りたくなるような素敵な場所があること。 

（40代） 
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差出有効期間
平成19年８月 
11日まで 
【切手不要】 

料金受取人払 

宇都宮中央局 

承　　認 

612

郵 便 は が き  

3 2 0 8 7 4 0

（受取人） 
　宇都宮市旭１丁目１番５号 
 
（宇都宮市役所） 
　宇都宮市総合政策部広報広聴課 
 行 

年齢　　　　　 歳 

差し支えがなければ記入してください。広報紙で意見を紹介する際には、氏名の記載はしません。 
なお、はがきの情報については、目的以外には使用しません。 

職業 

住所 

3 2 0 8 7 4 0 3
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